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　NR＝（14，20，17），UB=（14, 19,  19），KY＝（13，
24，16），IM＝（14，20，18），TO＝（12，20，17）
となる。
　京都府立高等学校では，進学実績のある学校の教育課
程上の国語の占有率は15％，英語の占有率は18％以上
となり，国語，英語においても他の2校と比べ，明らか
な違いが見られたが，奈良県立高等学校では，規則性，
違いは見受けられない。また，国語％＋英語％＋数学％
の計で見直すと，NR=51，UB=52， KY=53，IM=52，
TO=49となる。
　進学実績校の教育課程上の国語，数学，英語の単位数
の計の占有率は，全教科の50％以上を占めている。
　次に奈良県立高等学校の3年間の教育課程総単位数
と，平成27年度の奈良県立高等学校の学校規模補正（生
徒100名当たり）の大学進学者数との相関関係について
分析を行った。その結果，国公立大学合格者数（生徒
100名当たり）と高等学校3年間の教育課程総単位数と
の相関係数は，正の相関で0.512の相関係数であった。
平成27年度国公立大学合格者数
と３年間の教育課程総単位数散布図
卒業生徒数100人当たりの国公立大学合格者数
私立大学合格者数（生徒100名当たり）と高等学校3
年間の教育課程総単位数との相関係数は、正の相関で
0.610の相関係数であった。
平成27年度私立大学合格者数
と３年間の教育課程総単位数散布図
卒業生徒数100人当たりの私立大学合格者数
国公立大学＋私立大学合格者数（生徒100名当たり）と
高等学校3年間の教育課程総単位数との相関係数は、正
の相関で0.626の相関係数であった。
平成27年度国公立大学+私立大学合格者数と
３年間の教育課程総単位数散布図
卒業生徒数100人当たりの国公立大学+私立大学合格者数
つまり、大学進学者数と高等学校3年間の教育課程総単
位数は、およそ0.6の相関係数で、高い相関があるとい
える。
　奈良県立高等学校の学校評価要素分布図2により全体
像を示すが、教育課程経営の評価領域は12％である。
京都府立高等学校同様に図2の全体像が示す教育課程経
営領域12％を基準として、5つの事例校を見ていくこと
にする。その際教育課程経営の評価となる高等学校3年
間の総単位数、進学実績、教科の配置割合とともに分析・
考察する。なお高等学校学習指導要領においては、１学
年の教育課程の総単位数は30単位が標準とされており、
在学３年間の総単位数は、90単位が標準となる。よっ
てこの単位数を教育課程の総単位数の判断基準とする。
52 53
石　村　卓　也・今　村　浩　章
（１）事例NR 高等学校の場合
　NR高等学校の場合は，3年間の教育課程総単位数が，
104単位であり，基準総単位数より14単位多く，国公
立大学への進学者数も多い。学校規模を調整した生徒数
100人当たりの国公立大学の合格者数は，66人で，生徒
数100人当たりの国公立大学と私立大学の合格者数は，
約251人と奈良県立高等学校のトップに位置する。特に
理科系学部への進学が多いのが特徴である。また，文科
省からＳＳＨ校（スーパーサイエンスハイスクール）に
指定されている。京都府立高等学校でも見られたが，文
科省指定のＳＳＨ校，ＳＧＨ校（スーパーグローバルハ
イスクール）が，大学進学実績等に学校や生徒の活性化
を通して何らかの影響を与えているものと考えられる。
　NR高等学校の学校経営計画を見ると，図3のグラフの
ようになるが，教育課程経営評価の領域は，9％で標準
の12％より小さい。京都府立高等学校とは，異なる事
象である。これについては，Ｐ6に記載している。
　図３　NR高等学校：学校評価の要素分布
ＮＲ高等学校：普通科（理科系）教科割合
　図４　NR高等学校：普通科(理科系)教科割合
また，図4においてNR高等学校（理科系）の教科の単位
数をみると，数学，理科，英語の単位数が多く，この3
つで全体の59％を占める。
　ＮＲ高等学校は，「平成5年度に奈良県より，同6年度
に文部科学省より，『学年の区分によらない教育課程』
の研究指定を受け，自主創造の校風を実現するべく，生
徒個々が自分の適性を見極め，自らの進路設計や興味・
関心に応じて選択し，主体的に自らの学びを創造できる
「単位制」を導入した。1年次は基礎学力を培うとともに，
各自の進路を見極めることができるように必履修科目を
中心に学習し，2，3年次においては，必履修科目以外
自己の適性，興味・関心，進路に応じて，類型やコース
にとらわれないで自由に選択することのできる教科・科
目を設定し，価値観の多様化が進む時代の中で確かな個
を育成することを目指している。」（ホームページより）
となっている。
　上記の通りNR高等学校は，全国的に全日制普通科の
高等学校としては珍しい単位制を導入しているので2年
生，3年生に選択科目が多く設定され，自由に選択でき
るようになっているが，志望大学進学に向けて究極に教
科科目を選択すれば，より受験に効果的と考えられる。
ここでは，より究極の選択をした理科系の教科割合を示
したが，数学，理科，英語の教科の合計割合が，全体の
約60％となるのは特筆に値する。また「単位制」につ
いては，同校が，平成16年度に文部科学省からスーパー
サイエンスハイスクール事業の指定を受けたことによ
り，通常の教育課程に加えて，理科，数学，地歴・公民，
英語を中心としたスーパーサイエンス関連教科・科目の
導入をしやすくしたことも挙げられる。ＳＳＨについて
は，「ＳＳＰ（スーパーサイエンスプロジェクト）」を創
設し，科学的な研究能力や問題解決能力等の育成を目指
している。以上より，NR高等学校は，単位制による個々
奈良県高等学校：学校評価の要素分布
　図２　奈良県立高等学校・学校評価の要素分布
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に応じた教科選択を駆使した教育課程の柔軟性をもとに
ＳＳＨによる教科の枠組みを超えた科学的な研究能力や
問題解決能力等の総合力を養成することを目指した教育
課程経営を行っている。
　また，教育方針は，天平文化を象徴する校章『宝相華
（ほうそうげ）』を体し，新しい文化の創造に励み，民主
的な社会の形成に努めるたくましい人間の育成を期し，
本校教育は次の方針に基づいて推進している。
１．志操と思想を研き，創造的な知性と技能を育て，豊
かな個性の伸張を図る。
２ 真実の自由と責任を自覚するとともに，敬愛と信頼
に満ちた人間関係を醸成する。
３ 積極的に文化・体育活動に参加し，明るく豊かで活
力のある生活態度を養う。
４．人間尊重の精神を基盤として，人間としての在り方
生き方を自覚し，自らの行動を律する主体性を育てる。
（２）事例UB 高等学校の場合
　UB高等学校の場合は，3年間の教育課程の総単位数が
98単位であり標準の総単位数より8単位多い。大学合格
者数についても，学校規模を調整した生徒数100人当た
りの国公立大学の合格者数は，35人で，生徒数100人
当たりの国公立大学と私立大学の合格者数は，約280人
である。文科省からＳＧＨ（スーパーグローバルハイス
クール）に指定されている。
　UB高等学校の学校経営計画を見ると，図5のグラフの
ようになるが，教育課程経営評価の領域は，9％で標準
の12％より小さい。これは，NR高等学校と同じである。
ＵＢ高等学校：学校評価の要素分布
　図５　UB高等学校：学校評価の要素分布
ＵＢ高等学校：普通科（理科系）教科割合
　図６　UB高等学校：普通科(理科系)教科割合
　さらにUB高等学校の教科の単位数の割合を見ると，
図6のように理科系にしては英語の比率が大きく，数学，
理科の比率が小さい。これは，ＳＧＨの指定に関係し
ている可能性がある。UB高等学校でも理科系希望者が，
多いものと考えられるのでアウトプットしての大学進学
実績の理科系の進学実績に何らかの影響が出ていると考
えられる。
　UB高等学校では，ＳＧＨの指定を受けて世界を舞台
に活躍できる創造的で活力のある生徒の育成を教育の一
つの大きな柱にとらえて，「奈良発！ “未来”を“創造”す
るグローバル・リーダー育成プログラム」の取組を通し
て独自の教育課程経営の展開が見られる。
　また，教育方針は，日本国憲法・教育基本法及び学校
教育法に定められた教育の根本精神に基づき，人権の尊
重を基底とした民主的な社会の形成者としての必要な資
質を養い，豊かな文化の創造に寄与する心身ともにたく
ましい生徒の育成をめざす。
１．自他を敬愛し，誠実で寛容な精神を養う。
２ 全力を尽くして学業に専念する姿勢を育て，豊かな
知性と教養を身に付けさせる。
３．真理を求め，生命を尊び，自然を愛し，崇高なもの
に感動する心を育てる。
４．物事を進んで実行できる自律的な生活態度を養う。
　心身の錬磨に励み，未来を切り拓くたくましい力を培
　う。
５ 規律と礼節を重んじ，社会連帯の精神を養う。
（３）事例KY 高等学校の場合
　KY高等学校の場合は，3年間の教育課程の総単位数が
97単位であり標準の総単位数より７単位多い。大学合
格者数についても，学校規模を調整した生徒数100人当
たりの国公立大学の合格者数は，41人で，生徒数100人
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当たりの国公立大学と私立大学の合格者数は，約330人
である。KY高等学校の学校経営計画を見ると，図７の
グラフのようになるが，教育課程経営評価の領域は，5％
で標準の12％より大幅に少ない。一方，進路指導・キャ
リア教育の領域が，19％と極めて高いのが特徴である。
文武両道を伝統とし部活動等において全国大会出場も多
いが，最近では大学進学についても力を入れ，進路指導
等に重きを置いていると考えられる。
さらにKY高等学校の教科の単位数の割合を見ると，図8
のように数学の比率が極めて大きいのが特徴である。
このことは，難関国公立大学への志向を目指すという教
育課程の経営戦略が読み取れる。
　教育方針は，以下の通りである。
　教育目標を達成するため，「誠実，剛毅，雄大」の校
訓の精神を重んじる校風の下，創造性豊かな教育実践に
努める。
１．確かな学力の定着と個性の伸長を図るとともに，社
会における自らの使命を自覚させ，将来の進路目標を
早期に認識させる。
２．文武両道を奨励し，学力，体力，気力の鍛錬を通　
じて，剛毅かつ雄大な品位を身につけさせる。
３．科学的・合理的なものの見方，考え方を身に付け，
自主的学習態度と自律的生活態度を育む教育活動を進
める。
４．本校の歴史と伝統を重んじながら，豊かな人間性，
創造性，道徳心を育む教育活動を展開する。
ＫＹ高等学校：学校評価の要素分布
　図７　KY高等学校：学校評価の要素分布
ＫＹ高等学校：普通科（理科系）教科割合
　図８　KY高等学校：普通科(理科系)教科割合
（４）事例IM 高等学校の場合
　IM高等学校の場合は，3年間の教育課程の総単位数が
96単位であり標準の総単位数より6単位多い。大学合格
者数についても，学校規模を調整した生徒数100人当た
りの国公立大学の合格者数は，6人で，生徒数100人当
たりの国公立大学と私立大学の合格者数は，約205人で
ある。IM高等学校の学校経営計画を見ると，図9のグラ
フのようになるが，教育課程経営評価の領域は，12％
と標準と同じ値である。組織・運営領域が，9％と標準
４％の倍以上となっているが，それ以外の領域は，標準
とほぼ並んでおり，安定した学校経営が伺われる。
　さらにIM高等学校の教科の単位数の割合を見ると，
図10のように数学が20％と多く，KY高等学校の教科割
合に極めて似ている。これは，大学進学実績をはじめ，
すべてにおいて向上をめざし，特にKY高等学校をモデ
ル校としていると考えられる。
ＩＭ高等学校：学校評価の要素分布
　図９　IM高等学校：学校評価の要素分布
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ＩＭ高等学校：普通科（理科系）教科割合
　図10　IM高等学校：普通科(理科系)教科割合
　また，教育方針は，以下の通りである。
　日本国憲法，教育基本法及び学校教育法に定められた
教育の根本精神と，本県教育委員会より示された「学校
教育の指導方針」に則って教育を推進する。創立以来培
われた伝統を継承して，校歌・校訓の精神の具現化をは
かり，「知・徳・体」の調和のとれた，人権を尊重する
民主的な社会の形成者として，新しい文化の創造に努め
る豊かな人間性をそなえた生徒の育成を目指す。
（５）事例TO 高等学校の場合
　TO高等学校の場合は，3年間の教育課程の総単位数が
93単位であり標準の総単位数より3単位多い。大学合格
者数についても，学校規模を調整した生徒数100人当
たりの国公立大学の合格者数は，4人で，生徒数100人
当たりの国公立大学と私立大学の合格者数は，約188
人である。TO高等学校の学校経営計画を見ると，図11
のグラフのようになるが，教育課程経営評価の領域は，
19％と標準の12％より極めて大きい。これは，生徒の
学力向上に関心があり，大学等の進学について力を入れ
ようとしていることが伺える。一方，生徒指導領域が，
28％と標準16％より高く，生徒指導上の何らか課題を
抱えているものと思われる。また，組織・運営領域がな
いということより学校運営上のいくつかの課題があるも
のと考えられる。
　さらにTO高等学校の教科の単位数の割合を見ると，
図12のように数学が20％と多く，IM高等学校とほぼ同
じとなっている。TO高等学校もKY高等学校の教科割合
に極めて似ており，IM高等学校同様に大学進学実績を
はじめ，すべてにおいてKY高等学校をモデル校として
いると考えられる。奈良県では，KY高等学校をモデル
校として考えている学校が，中堅校に多くみられると考
えられる。
ＴＯ高等学校：学校評価の要素分布
　図11　TO高等学校：学校評価の要素分布
ＴＯ高等学校：普通科（理科系）教科割合
　図12　TO高等学校：普通科(理科系)教科割合
また，教育方針は，以下の通りである。
１．奈良県の学校教育基本方針に則り，学習指導要領の
　趣旨に沿った教育課程により，意欲的に真理を追求す
る姿勢を養い，創造的で豊かな知性を培う。
２．「人権教育の推進についての基本方針」に基づき，
自他敬愛に基づく人間関係を深め，協調の精神に富ん
だ心豊かな人間性を育成する。
３．体育的活動を通して，健康でたくましい心身を育て
　る。
４．体験的な活動を通して，正しい勤労観や社会奉仕の
　精神を養う。
Ⅳ　終結
　奈良県立高等等学校の国公立大学進学者学校規模補正
数20名程度以上の学校は，3校あり，その学校評価にお
ける「教育課程」評価領域は，他の領域に比べ，また，
奈良県全県立高等学校の平均と比べても1桁台と低く，
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京都府のような特徴は見られない。これは，本文「Ⅲ　
分析と考察」にその見解を示したように，従来からの伝
統校であり，この領域を教育課程編成上特に経営戦略と
して設定するという問題意識を惹起する必然性がなかっ
たものと考えられる。
　しかしながら，教育課程編成上の教科単位数の分布，
つまり　国語％＋英語％＋数学％　で考察すると50％
以上となり，奈良県立高等学校においても，国公立大学
進学者数学校規模補正20名以上においては，京都府立
高等学校と同様の結論に至っている。
　他府県においても，同じような特徴がみられるのか，
今後とも他府県についても研究を続ける必要がある。
　教育課程3年間の総単位数と大学進学者数学校規模補
正との相関関係については，国公立大学進学者数の場合，
正の相関で0.512の相関係数，私立大学の場合，正の相
関で0.610の相関係数，国公立＋私立　大学の進学者数
の場合，正の相関で0.626の相関係数となり，法人等別
相関係数の大小関係は，以下の表示となる。
国公立大学（0.512）＜私立大学（0.610）＜国公立＋
私立　大学（0.626）
　京都府立高等学校の場合と同様の正の相関があり，さ
らに，法人等別相関係数の大小関係も同様の結論を得て
いる。
　相関係数を概数でいえば，大学進学者数（国公立＋私
立大学）の場合は，およそ0.6の相関係数となる。
　京都府立高等学校の場合，およそ0.7となっている。
　奈良県と京都府のこのような相関係数の相違はどのよ
うな起因によるものなのか。
　詳細な分析をする必要がある。
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